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研
究
ノ
ー
ト

熊
野
速
玉
大
社
の
速
玉
大
神
坐
像
に
つ
い
て

鈴
木
　
景
二

要
旨

熊
野
速
玉
大
社
（
新
宮
大
社
）
に
伝
蔵
す
る
四
躯
の
神
像
（
国
宝
）
は
、
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
め
に
成
立
し
た
と
さ
れ
神
像
彫
刻
史
上
き
わ
め
て
重

要
な
神
像
群
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
壮
年
男
性
の
速
玉
大
神
坐
像
は
、
松
尾
大
社
の
神
像
な
ど
の
多
く
が
幞
頭
、
把
笏
、
胡
坐
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
宝
冠
を
か
ぶ
り
拱
手
し
跪
坐
す
る
特
異
な
姿
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
神
仏
習
合
に
よ
る
仏
教
の
影
響
や
地
元
豪
族
の
祖
霊
と
し
て
の

族
長
の
姿
で
は
な
い
か
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
別
の
見
方
も
可
能
で
あ
る
。
熊
野
速
玉
大
社
・
熊
野
本
宮
大
社
が
鎮
座
し
た
経
緯
を
説
く
縁
起
「
熊
野
権
現

御
垂
跡
縁
起
」
に
は
、
唐
の
天
台
山
の
王
子
信
が
日
本
に
渡
来
し
て
最
終
的
に
新
宮
に
鎮
座
し
た
と
伝
え
て
お
り
、
速
玉
大
社
の
祭
神
が
異
国
の
貴
人
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
縁
起
が
神
像
と
関
連
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
速
玉
大
神
坐
像
は
こ
の
異
国

の
貴
人
の
姿
を
現
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
比
較
対
象
と
し
て
、
八
・
九
世
紀
の
中
国
系
の
貴
人
の
姿
の
典
型
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
新
羅
の
王

陵
の
石
人
像
を
み
る
と
、
冠
・
拱
手
の
姿
な
ど
近
似
し
て
い
る
。
神
像
群
の
成
立
し
た
九
世
紀
に
は
新
羅
と
の
交
流
が
行
わ
れ
、
唐
人
が
入
京
し
宇
多
天
皇

と
面
会
す
る
な
ど
、
都
で
は
異
国
人
の
姿
の
情
報
は
十
分
に
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
宇
多
法
皇
は
熊
野
に
参
詣
し
て
お
り
、
そ
れ
が
神
像
群
成
立
の
契
機
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
示
唆
的
で
あ
る
。
速
玉
大
神
坐
像
は
ま
た
、
太
平
洋
に
面
す
る
速
玉
大
社
に
元
来
、
渡
来
神
の
信
仰
が
あ
っ
た
可
能
性
を
も
物
語
っ
て

い
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

熊
野
、
神
像
、
新
羅
、
石
人
、
神
仏
習
合
、
宇
多
天
皇
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は
じ
め
に

紀
州
の
熊
野
三
山
の
歴
史
は
、
院
政
期
の
上
皇
や
貴
族
の
熊
野
詣
に
関
す
る
豊
か
な
史
料
や
、
往
時
の
様
相
を
偲
ば
せ
る
熊
野
古
道
に

よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
歴
史
に
つ
い
て
は
史
料
が
僅
少
で
不
明
な
点
も
多
い
。

こ
の
地
に
所
在
す
る
熊
野
三
社
す
な
わ
ち
熊
野
本
宮
大
社
・
熊
野
速
玉
大
社
・
熊
野
那
智
大
社
に
は
、
平
安
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ

れ
る
神
像
が
伝
存
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
速
玉
大
社
（
新
宮
大
社
）
の
平
安
時
代
前
期
の
造
顕
と
さ
れ
る
四
神
像
（
国
宝
）
は
、
神
像
彫

刻
史
上
き
わ
め
て
重
要
な
像
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る）1
（

。
こ
れ
ら
の
神
像
に
つ
い
て
岡
直
己
氏
は
、
当
該
神
像
群
が
、
東
寺
八
幡
宮
の

八
幡
三
所
神
像
、
松
尾
大
社
の
三
神
像
な
ど
と
共
通
す
る
等
身
大
、
一
木
造
り
で
あ
る
こ
と
、
優
れ
た
仏
師
の
作
で
京
都
文
化
圏
で
の
製

作
で
あ
ろ
う
こ
と
、
熊
野
に
住
ん
で
い
た
氏
族
と
天
台
宗
勢
力
（
後
述
す
る
垂
跡
縁
起
が
根
拠
）
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
、
松
尾

大
社
神
像
の
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
さ
れ
て
い
る）（
（

。

本
稿
で
は
、
こ
の
速
玉
大
社
の
神
像
群
の
う
ち
、
宝
冠
を
い
た
だ
く
壮
年
の
男
神
す
な
わ
ち
速
玉
大
神
坐
像
の
像
容
の
由
来
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

一
．
速
玉
大
神
坐
像
の
諸
研
究

速
玉
大
社
の
四
神
像
は
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
め
に
造
顕
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
背
景
と
し
て
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
六
）

に
各
地
の
神
社
の
神
階
が
昇
叙
さ
れ
、
特
に
熊
野
の
神
々
の
神
階
が
著
し
く
上
昇
し
た
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
政
府
か
ら
重
要
視
さ
れ
は

じ
め
た
こ
と
、
つ
い
で
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
十
月
に
宇
多
法
皇
の
熊
野
御
幸
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）3
（

。

四
神
像
は
男
神
像
が
三
躯
（
速
玉
大
神
坐
像
・
家
津
御
子
大
神
坐
像
・
国
常
立
命
坐
像
）、
女
神
（
夫
須
美
大
神
坐
像
）
が
一
躯
で
、
男
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神
像
の
う
ち
、
国
常
立
命
坐
像
（
指
定
名
称
家
津
御
子
大
神
）
は
や
や
作
風
を
異
に
す
る
。
残
り
の
作
風
の
共
通
す
る
壮
年
・
若
年
の
男

神
像
と
女
神
像
が
一
組
を
構
成
し
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
松
尾
大
社
の
三
神
像
と
共
通
す
る
。
し
か
し
松
尾
大
社
の
二
躯
の
男
神
像
が
と

も
に
幞
頭
を
被
る
の
に
対
し
て
、
速
玉
大
社
の
男
神
像
は
、
若
年
の
家
津
御
子
大
神
坐
像
が
同
じ
く
幞
頭
で
あ
る
も
の
の
、
壮
年
の
速
玉

大
神
坐
像
は
特
異
な
宝
冠
を
被
っ
て
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
速
玉
大
神
坐
像
に
つ
い
て
、
岡
氏
は
国
常
立
命
坐
像
の
耳
と
と
も
に
仏
像
に
見
る
紐
耳
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
顔
貌
は
奈
良
斑
鳩
の

法
輪
寺
の
十
一
面
観
音
像
）
（
（

に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
像
は
神
像
と
し
て
は
異
例
で
あ
り
、
宝
冠
も
仏
像
の
も

の
そ
の
ま
ま
で
あ
る
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

面
貌
は
威
厳
が
あ
っ
て
、
目
も
と
に
慈
相
が
た
だ
よ
い
、
家
長
あ
る
い
は
族
長
と
し
て
の
風
格
を
備
え
て
い
る
。
こ
の
像
の
面
相
の

一
つ
の
特
徴
は
威
厳
を
保
た
せ
る
た
め
に
瞋
怒
の
相
を
執
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
顔
面
に
和
ら
ぎ
を
与
え
な
が
ら
写
実
味

を
加
え
て
彫
り
表
わ
し
て
い
て
、
眼
、
鼻
、
口
に
は
仏
像
に
見
る
も
の
と
相
似
た
手
法
で
彫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

宝
冠
の
遣
り
方
、
目
鼻
だ
ち
等
に
仏
像
と
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
先
駆
的
な
研
究
に
よ
り
、
速
玉
大
神
坐
像
が
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
豪
族
の
族
長
の
姿
を
表
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
な
ど
の
基
本
的
な
論
点
が
出
揃
っ
た
。
そ
の
後
も
、
こ
の
神
像
群
に
言
及
し
た
文
献
は
少
な
く
な
い
が
、
二
〇
一
四
年
に

和
歌
山
県
立
博
物
館
が
主
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
九
・
十
世
紀
の
熊
野
と
王
権
│
熊
野
の
神
像
へ
の
ま
な
ざ
し
か
ら
│
」
で
現
段
階
で

の
研
究
状
況
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
伊
東
史
朗
氏
は
、
速
玉
大
神
坐
像
が
通
例
の
男
神
像
と
異
な
り
、
宝
冠
・
拱
手
・
跪
坐
で
あ
る
の
は
、

日
本
の
風
俗
に
よ
り
な
が
ら
仏
教
供
養
者
の
姿
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
し
、
夫
須
美
大
神
坐
像
の
「
女
体
」、
家
津
御
子
大
神

坐
像
と
国
常
立
命
坐
像
の
「
俗
体
」
に
な
ら
ん
で
速
玉
大
神
坐
像
を
「
法
体
」
と
位
置
づ
け
て
、
三
種
（
四
体
）
を
揃
え
る
目
的
が
あ
っ

た
と
推
定
し
て
い
る）5
（

。
大
河
内
智
之
氏
は
岡
氏
の
研
究
を
踏
ま
え
、
神
像
を
祀
る
氏
族
の
祖
霊
神
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
し
、
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速
玉
大
神
坐
像
の
宝
冠
は
神
仏
習
合
的
な
要
素
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
律
令
の
衣
服
令
に
み
る
唐
式
服
制
の
名
残
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
た）6
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
岡
氏
以
来
こ
の
神
像
群
は
貞
観
か
ら
延
喜
年
間
の
熊
野
神
の
地
位
上
昇
と
宇
多
法
皇
御
幸
に
と
も
な
い
、
中
央
政
府

（
宗
教
勢
力
）
に
よ
っ
て
、
中
央
の
仏
像
制
作
圏
で
造
顕
さ
れ
た
と
す
る
点
は
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
速
玉
大
神
坐
像
の
宝
冠
な

ど
の
特
異
性
に
つ
い
て
は
、
仏
像
の
要
素
を
含
む
こ
と
か
ら
神
仏
習
合
の
影
響
、
特
に
仏
教
供
養
者
の
姿
と
み
る
説
と
、
地
元
豪
族
の
祖

先
霊
を
族
長
の
官
服
姿
で
表
現
し
た
と
す
る
見
方
が
提

起
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
東
寺
八
幡
宮
、
松
尾
大
社
の
神
像
な
ど
、

い
ず
れ
も
俗
人
男
神
は
幞
頭
の
姿
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ

速
玉
大
神
坐
像
だ
け
が
特
異
な
宝
冠
を
か
ぶ
る
姿
な
の

か
、
と
い
う
点
は
依
然
と
し
て
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ

の
像
容
に
つ
い
て
他
の
見
方
は
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
像
は
祭
神
の
像
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
姿
は
祭

神
に
対
す
る
観
念
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
般

的
に
本
尊
や
祭
神
に
つ
い
て
の
観
念
は
縁
起
に
示
さ
れ

る
か
ら
、
こ
こ
で
も
熊
野
の
縁
起
を
検
討
し
て
み
る
必

要
が
あ
る
。

速玉大神坐像（熊野速玉大社。写真提供、和歌山県立博物館）
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二
．
熊
野
縁
起
と
速
玉
大
神
像

古
代
の
熊
野
神
に
関
す
る
史
料
は
、
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
の
封
戸
関
係
（『
新
抄
格
勅
符
抄
』 

大
同
元
年
牒
）、『
日
本
三
代
実

録
』
の
神
階
昇
叙
関
係
、『
延
喜
式
』
神
名
な
ど
の
記
述
が
あ
る
が）7
（

、
い
ま
の
と
こ
ろ
最
古
の
縁
起
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
長
寛
二
年

（
一
一
六
四
）『
長
寛
勘
文
』
中
の
長
寛
元
年
の
藤
原
永
範
勘
文
に
引
用
さ
れ
る
左
記
の
「
熊
野
権
現
御
垂
跡
縁
起
」
で
あ
る）8
（

。

熊
野
権
現
御
垂
跡
縁
起
云
、
往
昔
甲
寅
年
、
唐
乃
天
台
山
乃
王
子
信
旧
跡
也
。
日
本
国
鎮
西
日
子
乃
山
ノ
峰
雨
降
給
。
其
体
八
角
奈
留
水
精

乃
石
。
高
佐
三
尺
六
寸
奈
留
仁
天
。
天
下
給
布
。
次
五
ヶ
年
乎
経
天
。
戊
午
年
、
伊
予
国
乃
石
鉄
（
鎚
カ
）
乃
峰
仁
渡
給
。
次
六
年
ヲ
経
テ
。
甲
子

年
、
淡
路
国
乃
遊
鶴
羽
乃
峰
仁
渡
給
。
次
六
箇
年
過
。
庚
午
年
三
月
廿
三
日
、
紀
伊
国
无
漏
郡
切
部
山
乃
西
乃
海
乃
北
ノ
岸
乃
玉
那
木
乃
淵
ノ

上
ノ
松
木
本
ニ
渡
給
。
次
五
十
七
年
乎
過
。
庚
午
年
三
月
廿
三
日
、
熊
野
新
宮
ノ
南
神
蔵
峰
降
給
。
次
六
十
一
年
庚
午
年
、
新
宮
ノ
東
ノ
阿

須
加
ノ
杜
ノ
北
石
淵
ノ
谷
ニ
勧
請
シ
テ
静
奉
津
留
。
始
結
玉
家
津
美
御
子
ト
申
。
二
宇
社
也
。
次
十
三
年
ヲ
過
テ
。
壬
午
年
、
本
宮
大
湯
原
一
位

木
三
本
ノ
末
、
三
枚
月
形
ニ
テ
天
降
給
。
八
ケ
年
ヲ
経
。
庚
寅
ノ
年
、
石
多
河
ノ
南
河
内
ノ
注
（
住
カ
）
人
熊
野
部
千
与
定
云
云
（
土
云
カ
）

犬
飼
。
猪
長
一
丈
五
尺
奈
留
射
。
跡
追
尋
テ
石
多
河
ヲ
上
行
。
犬
猪
ノ
跡
ヲ
聞
テ
行
。
大
湯
原
行
テ
。
件
猪
ノ
一
位
ノ
木
ノ
本
ニ
死
伏
セ
リ
。
宍
ヲ

取
テ
食
。
件
木
下
一
宿
ヲ
経
テ
。
木
ノ
末
月
乎
見
付
テ
問
申
ク
。
何
月
ノ
虚
空
ヲ
離
テ
木
ノ
末
仁
波
御
坐
土
申
仁
。
月
犬
飼
仁
答
仰
云
。
我
乎
波
熊
野
三

所
権
現
土
所
申
。
一
社
乎
証
誠
大
菩
薩
土
申
。
今
二
枚
月
乎
者
両
所
権
現
土
奈
牟
申
仰
給
布
云
云
。

今
案
、
如
縁
起
者
、
唐
天
台
山
王
子
信
之
垂
跡
云
々
。
王
子
信
不
知
誰
人
。
若
周
霊
王
太
子
晋
歟
。
信
字
訛
歟
。
但
此
記
未
審
。

誰
（
難
カ
）
取
信
矣
。

こ
の
内
容
は
、
唐
の
天
台
山
の
王
子
信
が
鎮
西
の
日
子
山
峰
・
伊
予
の
石
鎚
峰
、
淡
路
の
遊
鶴
羽
峰
・
紀
伊
の
切
部
山
等
を
経
て
熊
野

の
新
宮
に
至
り
鎮
ま
っ
た
と
い
う
前
半
と
、
本
宮
大
斎
原
で
の
顕
現
の
経
緯
の
後
半
に
分
け
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
新
宮
と
本
宮
の
二
社
の
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縁
起
譚
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
岡
氏
は
も
ち
ろ
ん
、は
や
く
に
宮
地
直
一
氏
が
検
討
し
て
い
る
。
す

で
に
藤
原
永
範
が
指
摘
す
る
よ
う
に
唐
の
王
子
信
と
は
周
の
霊
王
の
太
子
晋
の
誤
伝
ら
し
く
、中
国
の
天
台
山
国
清
寺
の
地
主
山
王
元
弼

眞
君
と
崇
め
ら
れ
人
で
あ
り
、日
本
の
天
台
宗
の
本
山
比
叡
山
の
日
吉
山
王
神
社
の
祭
神
と
さ
れ
る
。
そ
の
異
国
の
神
が
各
地
の
修
験
の

霊
場
を
経
由
し
て
熊
野
新
宮
の
祭
神
と
な
っ
た
と
い
う
話
は
、こ
の
縁
起
が
天
台
宗
勢
力
に
よ
り
熊
野
神
お
よ
び
各
地
の
霊
場
を
同
宗
の

も
と
に
位
置
づ
け
る
意
図
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う）9
（

。
ま
た
こ
の
縁
起
の
成
立
を
、
天
台
宗
が
各
地
に
及
ん
だ
寛
治

年
間（
一
〇
八
七
～
）以
降
、長
寛
に
至
る
お
よ
そ
八
十
年
、つ
ま
り
院
政
期
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
熊
野
の
神
像
群
と
こ
の
縁
起
を
関
連
づ
け
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
縁
起
が
、「
権
現
」
を
含
む

書
名
か
ら
み
て
も
典
型
的
な
本
地
垂
迹
思
想
に
基
づ
く
物
語
で
、
所
収
史
料
が
院
政
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
神
像
よ
り
も
後
世

に
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
引
用
史
料
の
年
代
は
直
ち
に
縁
起
の
含
有
し
て
い
る
要
素
の

成
立
年
代
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
古
く
成
立
し
て
い
た
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
い
。　

筆
者
は
、
こ
の
縁
起
で
熊
野
神
が
中
国
か
ら
渡
来
し
た
王
子
、
い
い
か
え
れ
ば
異
国
の
男
性
貴
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
こ
そ
、
異
例

の
速
玉
大
神
坐
の
姿
と
関
係
す
る
と
推
定
す
る
。
神
像
群
が
造
顕
さ
れ
た
時
点
に
は
熊
野
速
玉
大
社
の
主
神
が
異
国
の
男
性
貴
人
で
あ
る

と
い
う
観
念
が
成
立
し
て
お
り
、
速
玉
大
神
坐
像
は
そ
の
姿
を
造
形
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

熊
野
の
神
像
の
成
立
に
か
か
わ
る
と
み
ら
れ
る
宇
多
法
皇
は
、
幼
少
時
に
比
叡
山
に
登
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
東
密
・
台
密
と
も
に
受
伝

し
て
い
る）（1
（

。
ま
た
宇
多
天
皇
は
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
三
月
四
日
に
唐
人
梨
懐
を
召
し
て
入
京
さ
せ
て
お
り
（『
日
本
紀
略
』）、
直
接
対
面

し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
翌
年
に
宇
多
が
醍
醐
天
皇
に
与
え
た
『
寛
平
御
遺
誡
』
で
は
、
外
蕃
人
の
引
見
に
は
簾
を
隔
て
る
よ
う
諭
し
、

自
身
が
李
環
（
上
記
の
梨
懐
）
に
対
面
し
た
の
は
失
敗
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
熊
野
大
社
と
異
国
人
は
宇
多
法
皇
を
介
し
て
間
接
的

に
つ
な
が
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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三
．
統
一
新
羅
の
王
陵
石
人
像
と
の
比
較

近
年
、
山
下
立
氏
は
神
像
成
立
の
要
素
と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
陵
墓
の
石
人
の
影
響
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る）（（
（

。
円
仁
・

円
珍
の
入
唐
や
九
世
紀
の
日
本
と
新
羅
と
の
交
通
を
考
え
れ
ば
、
唐
や
新
羅
の
男
性
貴
人
の
姿
の
情
報
を
、
都
の
仏
師
が
認
識
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
は
な
い
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
姿
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
か
を
知
る
手
掛
か
り
に
な
る
の
が
、
韓
国
の
新
羅
の
王
陵
に
い
ま

も
佇
立
す
る
石
人
像
で
あ
る
。
王
陵
の
石
人
は
、
唐
で
は
八
世
紀
中
頃
、
陵
墓
の
儀
衛
石
人
の
制
度
が
完
成
し
、
建
陵
（
粛
宗
の
陵
墓
。

在
位
七
五
六
～
七
六
二
）
で
文
官
が
揃
い
、
そ
れ
ら
が
新
羅
に
影
響
し
た
と
さ
れ
る）（1
（

。

筆
者
が
実
見
で
き
た
石
人
像
は
、
以
下
の
新
羅
の
王
陵
と
さ
れ
る
三
か
所
の
事
例
で
あ
る）（1
（

。



1（（

①
聖
徳
王
陵　

慶
州
市
朝
陽
洞　

聖
徳
王
（
第
三
三
代　

在
位
七
〇
一
～
七
三
七
）

『
三
国
史
記
』
に
移
車
寺
の
南
に
埋
葬
と
あ
る
。
王
陵
の
北
、
約
八
八
〇
ｍ
の
寺
院
跡
が
移
車
寺
跡
に
あ
て
ら
れ
る
。

①聖徳王陵1

①聖徳王陵2
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②
掛
陵
（
元
聖
王
陵
）　

慶
州
市
外
東
邑　

元
聖
王
（
第
三
八
代　

在
位
七
八
五
～
七
九
八
）

『
三
国
史
記
』
に
奉
徳
寺
の
南
で
火
葬
と
あ
り
、『
三
国
遺
事
』
に
は
吐
含
山
西
洞
の
鵠
寺
（
現
在
の
崇
福
寺
）
が
葬
地
と
あ
る
。
同

寺
跡
が
近
接
し
て
い
る
。

②掛陵1

②掛陵2
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③
興
徳
王
陵　

慶
州
市
安
康
邑　

興
徳
王
（
第
四
二
代　

在
位
八
二
六
～
八
三
六
）

一
九
七
七
年
、「
興
徳
」
と
題
額
が
刻
ま
れ
た
石
碑
片
が
出
土
。

③興徳王陵1

③興徳王陵2
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各
王
陵
に
所
在
す
る
文
官
と
さ
れ
る
石
像
は
、
い
ず
れ
も
宝
冠
を
被
り
拱
手
し
、
口
髭
、
あ
ご
鬚
を
蓄
え
た
等
身
大
か
そ
れ
以
上
の
像

で
、
高
貴
な
文
官
の
姿
を
最
も
典
型
的
に
造
形
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
八
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
も
の
と
さ
れ
熊
野
神
像
よ

り
は
古
い
が
、
速
玉
大
神
坐
像
と
比
較
す
れ
ば
、
像
容
が
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
速
玉
大
神
坐
像
は
、
こ
れ
ら
の

石
人
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
異
国
（
唐
・
新
羅
）
の
貴
人
男
性
の
典
型
的
な
姿
を
造
形
し
た
と
す
る
推
測
を
強
く
補
強
す
る
材
料
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
熊
野
速
玉
大
社
の
速
玉
大
神
坐
像
に
つ
い
て
、
縁
起
に
記
さ
れ
た
異
国
か
ら
渡
来
し
た
王
子
の
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
あ

る
と
推
測
し
た
。
文
官
と
し
て
の
像
容
の
具
体
的
な
図
像
情
報
は
、
当
時
の
外
国
と
の
交
流
に
よ
っ
て
仏
師
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る）（1
（

。
ま
た
、
こ
の
神
像
は
仏
像
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
指
摘
通
り
、
作
者
が
仏
師
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
、

本
地
垂
迹
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

こ
の
神
像
の
成
立
は
、
九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て
の
熊
野
神
の
地
位
上
昇
、
宇
多
法
皇
の
熊
野
御
幸
が
契
機
に
な
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
天
台
宗
の
影
響
下
で
熊
野
速
玉
神
を
異
国
か
ら
渡
来
し
た
貴
人
（
王
子
）
と
す
る
観
念
の
導
入
と
、

そ
の
具
体
的
な
姿
の
神
像
造
顕
と
い
う
一
貫
し
た
宗
教
政
策
事
業
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
熊
野
の
特

に
新
宮
の
神
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
地
が
太
平
洋
に
面
し
「
日
域
の
南
極
」（『
中
右
記
』
天
仁
二
年
十
月
二
十
七
日
条
）
と
認

識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
地
勢
的
条
件
と
も
関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
基
底
に
海
洋
か
ら
の
渡
来
神
の
信
仰
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。
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こ
の
特
異
な
神
像
の
成
立
を
、
和
様
の
文
化
が
成
立
す
る
こ
の
時
期
の
宇
多
法
皇
の
文
化
、
宗
教
面
で
の
活
動
の
な
か
に
位
置
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

注（
1
）　

四
神
像
に
つ
い
て
は
、
伊
東
史
朗
監
修
『
神
像
彫
刻
重
要
資
料
集
成
』
三　

関
西
編
二　

国
書
刊
行
会　

二
〇
一
六
年
、
大
河
内
智
之
「
熊

野
の
神
像
と
そ
の
図
像
継
承
│
地
域
史
叙
述
の
観
点
か
ら
│
」『
和
歌
山
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
二
一
号　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
九
・
十
世
紀
の

熊
野
と
王
権
│
熊
野
の
神
像
へ
の
ま
な
ざ
し
か
ら
│
」
特
集
号 

二
〇
一
五
年
、
が
基
本
文
献
で
あ
り
詳
細
な
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、『
週

刊
朝
日
百
科
国
宝
の
美
』
第
二
四
号 

二
〇
一
〇
年
、
や
各
種
の
図
録
に
写
真
・
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
（
）　

岡
直
己
『
神
像
彫
刻
の
研
究
』
角
川
書
店　

一
九
六
六
年
。

（
3
）　
『
日
本
三
代
実
録
』
天
安
三
年
（
貞
観
元
・
八
五
九
）
正
月
二
七
日
条
に
従
五
位
下
の
熊
野
早
玉
神
・
熊
野
坐
神
が
従
五
位
上
に
昇
叙
、
同
五

月
二
八
日
条
に
紀
伊
国
従
五
位
上
熊
野
早
玉
神
・
熊
野
坐
神
が
従
二
位
に
昇
叙
、
同
五
年
（
八
六
三
）
三
月
二
日
条
に
紀
伊
国
従
二
位
熊
野
早
玉

神
が
正
二
位
に
昇
叙
、『
日
本
紀
略
』
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
十
月
二
日
条
に
紀
伊
国
正
二
位
熊
野
早
玉
神
が
従
一
位
、
従
二
位
熊
野
坐
神
が
正
二

位
に
昇
叙
し
た
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

宇
多
法
皇
の
御
幸
は
『
扶
桑
略
記
』
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
十
月
二
日
丙
午
・
三
日
丁
未
・
九
日
癸
丑
・
十
七
日
辛
酉
・
廿
八
日
壬
申
の
各
条

に
経
過
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
三　

八
六
三
頁
参
照
）。
古
代
の
熊
野
神
に
つ
い
て
は
、
宮
地
直
一
『
熊
野
三
山
の
史
的
研

究
』
理
想
社　

一
九
五
六
年
、
和
田
萃
編
『
熊
野
権
現
』
筑
摩
書
房　

一
九
八
八
年
、
参
照
。

（
（
）　
『
大
和
古
寺
大
観
』
第
一
巻 

岩
波
書
店　

一
九
七
七
年　

図
三
二
。

（
5
）　

伊
東
史
朗
「
熊
野
の
神
像
と
そ
の
図
像
継
承
│
地
域
史
叙
述
の
観
点
か
ら
│
」
前
掲
注
（
5
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

（
6
）　

大
河
内
智
之
「
熊
野
の
神
像
と
そ
の
図
像
継
承
│
地
域
史
叙
述
の
観
点
か
ら
│
」
前
掲
注
（
5
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
こ
の
ほ
か
、
川
崎
剛
志

「
神
像
の
成
立
過
程
か
ら
み
た
熊
野
速
玉
大
社
の
神
像
群
」（
同
上
）
が
、
こ
の
神
像
が
朝
廷
や
上
皇
に
よ
り
作
ら
れ
、
外
来
的
に
も
た
ら
さ
れ
た

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
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（
7
）　

前
掲
注
（
3
）
宮
地
直
一
著
書
、
和
田
萃
編
著
参
照
。

（
8
）　

長
寛
二
年
（
一
一
六
四
）『
長
寛
勘
文
』
の
長
寛
元
年
の
藤
原
永
範
勘
文
部
分
に
引
用
。『
群
書
類
従
』
第
二
六
輯
。
こ
こ
で
は
『
山
梨
県
史
』

資
料
編
三 

八
五
〇
頁
の
神
宮
文
庫
本
に
よ
っ
た
。

（
9
）　

前
掲
注
（
3
）
宮
地
直
一
著
書
、吉
原
浩
人
「「
天
台
山
の
王
子
信
（
晋
）」
考
│
『
列
仙
伝
』
か
ら
『
熊
野
権
現
御
垂
跡
縁
起
』
へ
の
架
橋
│
」

『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
一
二
号　

一
九
九
五
年
、
川
崎
剛
志
「『
熊
野
権
現
御
垂
跡
縁
起
』
と
後
白
河
院
御
幸
」『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第

六
八
巻
一
〇
号　

二
〇
〇
三
年
、
参
照
。

（
10
）　

上
島
享
「
宇
多
上
皇
の
宗
教
活
動
と
熊
野 

│
中
世
熊
野
信
仰
の
前
史
の
考
察
│
」
前
掲
注
（
5
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

（
11
）　

山
下
立
「
日
本
の
神
と
そ
の
造
形
を
め
ぐ
っ
て
│
神
像
の
成
立
か
ら
天
下
人
の
神
格
化
ま
で
│
」 『
平
成
三
〇
年
度
春
季
特
別
展　

武
将
た
ち

は
何
故
、
神
に
な
る
の
か 
│
神
像
の
成
立
か
ら
天
下
人
の
神
格
化
ま
で
│
』
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館　

二
〇
一
八
年
。

（
1（
）　

金
巴
望
「
統
一
新
羅
の
石
人　

そ
の
成
立
と
役
割
」
朝
倉
敏
夫
編
『
も
の
か
ら
見
た
朝
鮮
民
俗
文
化
』
新
幹
社　

二
〇
〇
三
年
。
な
お
、
こ

の
論
考
で
は
新
羅
王
陵
の
文
官
と
さ
れ
る
石
人
は
上
着
の
下
に
鎧
を
着
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
武
官
で
あ
る
と
す
る
。

（
13
）　

新
羅
の
王
陵
の
石
造
物
に
つ
い
て
は
、
木
下
亘
『
三
次
元
計
測
技
術
を
用
い
た
新
羅
王
陵
石
像
彫
刻
の
総
合
的
比
較
研
究
』（
科
学
研
究
費
報

告
書
）
二
〇
〇
九
年
に
詳
し
い
デ
ー
タ
と
以
下
の
論
考
を
載
せ
て
い
る
。
井
上
主
税
「
三
次
元
計
測
実
施
遺
跡
の
概
要
」、
卜
部
行
弘
「
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
陵
墓
石
刻
の
系
譜
（
序
説
）」、
閔
丙
贊
「
慶
州　

統
一
新
羅
時
代
王
陵
の
石
彫
像
に
み
ら
れ
る
西
域
的
要
素
」（
井
上
主
税
訳
）。
な
お

閔
論
文
は
掛
陵
の
文
官
石
人
を
武
人
と
す
る
。
掛
陵
お
よ
び
興
徳
王
陵
の
石
人
は
、
文
人
像
と
異
国
人
像
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
文
官
と
さ
れ
る

石
像
は
確
か
に
腹
部
か
ら
背
中
に
鎧
を
着
し
て
い
る
が
、
全
身
を
上
着
で
覆
っ
て
着
し
て
お
り
、
文
官
像
と
呼
ば
れ
て
き
た
よ
う
に
文
官
に
見
え

る
。
文
官
に
武
官
の
要
素
を
添
え
、
両
者
を
一
体
で
兼
ね
た
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1（
）　

園
城
寺
の
新
羅
明
神
座
像
（『
日
本
美
術
全
集
』
第
四
巻　

小
学
館　

二
〇
一
四
年
、
図
一
〇
八
）
が
、
幞
頭
で
は
な
く
三
山
冠
を
か
ぶ
る
こ

と
も
、
異
国
神
の
表
現
と
考
え
ら
れ
参
考
と
な
る
。

〔
謝
辞
〕
神
像
の
写
真
掲
載
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
熊
野
速
玉
大
社
、
写
真
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
和
歌
山
県
立
博
物
館
に
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。


